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研究概要
　免疫・アレルギー・感染部門は, 文部科学省科研費基盤研究(B)(2)「レドックス制御が急性肺障害におよぼ
す治療的効果」（研究代表者）, 文部科学省科研費特定領域研究(１)「内分泌撹乱物質がヘルパーT細胞分化に
及ぼす影響：アレルギー性疾患の増加との関連性」（研究代表者）, 厚生科学研究「アトピー性皮膚炎の治療
の確立と評価に関する研究班」（分担研究者）, 厚生科学研究感覚器障害及び免疫・アレルギー等研究事業
「食物アレルギーの実態及び誘発物質の解明に関する研究」（分担研究者）, 公健協会委託「気管支ぜん息発
症に関わる因子の検索と検査手法の開発に関する研究班」（研究代表者）, 公健協会委託「乳幼児・小児の気
管支ぜん息の保健指導に関する研究班」（分担研究者）などの研究を実施し , 小児アトピー性疾患の病因病態
における食物アレルギーの関与の解明と新しい治療法の開発, ヘルパーT細胞の分化機構の解明とそのアレル
ギー疾患治療・予防への応用の可能性, 気管支喘息の発症予測因子の解明と予防法の確立などの研究活動を行
った。また, 日本小児アレルギー学会の小児気管支喘息治療・管理ガイドライン2002の作成に委員会委員とし
て貢献した。臨床では, 気管支喘息, アトピー性皮膚炎 , 小児膠原病を中心に, その病態の解析やより有効な治
療法の開発を行った。
　内分泌代謝部門はタンデム質量分析計を用いた新生児代謝異常マススクリーニングのパイロットスタディ
を引き続き行い, 累計約１６万新生児をスクリーニングし２１人の患者を見いだした｡患者の早期治療を行う
中で, 日本においても実施する意義のあるスクリーニング法であることを示した｡脂肪酸酸化異常症や有機酸
代謝異常症のハイリスクスクリーニングでは , 多数の患者を化学診断し, タンデム質量分析法のスクリーニン
グ法としての有用性と問題点を解明し , 報告した｡タンデム質量分析法により診断された患者の病態解明に関
する共同研究を行い発表した｡タンデム質量分析法による出生前診断についても , 共同研究を行い発表した｡シ
トリン欠損症の新生児マススクリーニングに関して , 共同研究を行い発表した｡小児糖尿病患者の自己血糖管
理上重要な穿刺時痛に関する研究を行い報告した。１型糖尿病患児の尿中酸化ストレスマーカーについて検
討し, 報告した｡新生児高インスリン血症の症例検討を行い発表した｡
　腎臓部門は (1)新生児腎尿路異常の早期発見のための超音波スクリーニング  (2)腎尿路異常や尿路感染症の
小児の診断と治療  (3)小児ネフローゼ症候群のステロイド投与法に関するコントロールスタディー   (4)腎尿路
奇形を有する小児の原因遺伝子の検索を行った。そして , (1)腎無形成は約1000人に一人の発生率で先天性単腎
症の主要な原因であること (2)外尿道口を露出できない強度の生理的包茎は尿路感染症の発症と関連している
ことを明らかにし, (3)乳幼児の尿路感染症の外来診療の指針を作成し, (4)超音波造影剤を用いた膀胱尿管逆流
症の診断法を紹介し, いずれも紙上に発表した。そして , (1)難しいとされている小児の尿路感染症の診断
がKova Slide法によって容易にできること  (2)ネフローゼ症候群の頻回再発例にcyclophosphamideとazathioprine
が有効であることをシンポジウムで発表し, (3)「先天性腎尿路疾患の診断と治療」と題して平成13年度小児医
学川野賞受賞記念講演を行い, (4)腎盂腎炎を早期に診断して治療すれば腎瘢痕を残さずに治癒することを学会
発表した。
　小児循環器部門は臨床面においては(1)先天性心疾患の診断および心臓血管外科との連係による治療 (2)生後
発症小児心疾患（不整脈, 川崎病後冠動脈障害など）(3)学童の心臓検診とそのフォローを行っている。また血
液・悪性腫瘍グループとの連係のもと , 化学療法による心機能への影響について, 心エコーなどによる非侵襲
的評価を試みている。小児循環器分野ではカテーテル治療の適応拡大が進んでおり , 当科でも該当症例に対す
る治療を施行している。Holter心電図を用いた自律神経解析の臨床応用についての研究も行っている。
　血液・悪性腫瘍部門は臨床において白血病や固形悪性腫瘍に対しての化学療法 , 分化誘導療法, 造血幹細胞
移植を行っている。また非血縁者間骨髄移植 , 臍帯血移植施設として認定されている。その診療のなかでの
個々の症例の概要や知見について報告した。また高度先進医療「固型腫瘍のDNA診断」で, DNA, RNAレベル
での診断や治療効果の評価を行い, 臨床応用について検討を継続している。
　神経・発達部門においては, 臨床では乳児健診から, てんかん・脳性麻痺・筋ジストロフィーなどの小児神
経・筋疾患の診療をおこなっている。注意欠陥・多動性障害（AD/HD）, 学習障害, 自閉症スペクトル, トゥレ



ット障害などいわゆる軽度発達障害についても, セロトニン・ドパミンなどモノアミン系神経伝達物質の発達
障害という病態を実際の診療にも応用し治療効果をあげている。また, 不登校・ひきこもり, 摂食障害などの
精神的・心身症的な疾患についても, 中井助手が日本小児科医会より「子どもの心相談医」として認定され ,
福井大学松木健一助教授とカウンセリングを行うとともに, セロトニンを中心とした神経伝達物質の変調とい
う面からのアプローチ, 本院設置の福井東養護学校五領分教室との連携と, “子どものこころ”のケアをチーム
医療として行っている。研究としては , 1)前年度に引き続き, 科学技術振興事業団 社会技術研究推進事業「脳
科学と教育」の補助を受け, fMRIや光トポグラフィーなどによる乳児のこころ（高次脳機能）の発達の画像化
について行っている。2)本学放射線医学講座と共同で小児急性神経疾患の診断・病態生理の理解にDiffusion-
weighted, Perfusion MRIの有用性について検討しており , その一部を発表した。3)成長発達障害を呈するリジン
尿性蛋白不耐症の遺伝子解析を行い, 新しい変異を発見・報告した。
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吉田真, ＊堀部敬三, ＊上田一博：JACLS ALL ER-97研究の治療成績. 第44回日本小児血液学会, 2002,10, 東京.
日本小児血液学会雑誌. 16(4), 271, 2002,8.
0231121
＊新宅教顕, ＊太田茂, ＊小林健一郎, ＊宇佐美郁哉, ＊久保田優, ＊松原康策, ＊桑門克治, ＊藤原充弘, ＊三木
瑞香, ＊濱畑啓悟, ＊瀬戸嗣郎, ＊東野克巳, ＊鬼頭敏幸, 西田公一, 谷澤昭彦, ＊松原央, ＊藤野寿典, ＊足立壮一,
＊中畑龍俊：Down症候群に合併した白血病およびtransient abnormal myelopoiesisの検討. 第44回日本小児血液
学会, 2002,10, 東京. 日本小児血液学会雑誌. 16(4), 206, 2002,8.
0231122
畑郁江, 塚原宏一, 平野聡子, 中井昭夫, ＊加治正行, ＊重松陽介：1型糖尿病患児における尿中酸化ストレスマ
ーカーの検討. 第36回日本小児内分泌学会, 2002, 10, 広島.
0231123
早川和代, 谷澤昭彦, 畑郁江, 鈴木孝二, 小倉一将, 椎間優子, 竹内元浩, 眞弓光文：同種骨髄移植後の生着不全に
同一ドナーから末梢血幹細胞移植を行ったJMMLの男児例. 第44回日本小児血液学会, 2002,10, 東京. 日本小児
血液学会雑誌. 16(4), 209, 2002,8.
0231124
古畑律代, 塚原宏一, 中井昭夫, 眞弓光文：MRIにて脳梁膨大部に可逆性病変が認められたロタウイルス脳症
の1例.  第34回日本小児感染症学会, 2002,11, 札幌.
0231125
＊重松陽介, 平野聡子, 畑郁江, 中井昭夫, ＊田中幸枝, ＊須藤正克, ＊但馬剛, ＊佐倉伸夫, ＊山口清次, ＊高柳正
樹：タンデム質量分析計によるカルニチンサイクル異常症・脂肪酸酸化異常症の化学診断の問題点 . 第45回日
本先天代謝異常学会, 2002,11, 神戸. 日本先天代謝異常学会雑誌. 18(2), 158, 2002.
0231126
＊重松陽介, 平野聡子, 畑郁江, 中井昭夫, ＊田中幸枝, ＊須藤正克, ＊岡野善行, ＊藤本昭栄, ＊佐倉信夫, ＊伊藤
道徳, ＊依藤亨, ＊小林圭子, ＊佐伯武頼：タンデム質量分析マススクリーニングにおけるシトルリン高値の鑑
別診断-2型シトルリン血症を中心に-. 第45回日本先天代謝異常学会, 2002,11, 神戸. 日本先天代謝異常学会雑
誌.18(2), 178, 2002.
0231127
鈴木孝二, 谷澤昭彦, 椎間優子, 小倉一将, ＊川満徹, 竹内元浩, 中井昭夫, ＊川辺正和, ＊青竹利治, ＊堀内哲也,
＊津田明美, ＊山下義文, 眞弓光文：N-myc増幅を認めた非マススクリーニング神経芽腫の一乳児例 . 第18回日
本小児がん学会, 2002,11, 福岡. 小児がん.39(3), 406, 2002,11.
0231128
＊玉森晶子, ＊岡野善行, ＊藤本昭栄, ＊田上泰子, ＊重松陽介, 畑郁江, ＊小林圭子, ＊佐伯武頼, ＊山野恒一, ＊
尾崎元, ＊佐倉信夫, ＊西村裕, ＊佐藤亨, ＊五十嵐昇, ＊亀山順治, ＊大浦敏博, ＊山口修一, ＊清水貴士, ＊乾幸
治, ＊酒井規夫, ＊大橋敦：乳児期シトリン欠損症(NICCD)の新生児マススクリーニングの可能性 . 第45回日本
先天代謝異常学会, 2002,11, 神戸. 日本先天代謝異常学会雑誌. 18(2),171, 2002.
0231129
山田直江, 古畑律代, 小俣合歓子, 安冨素子, 大嶋勇成, 眞弓光文：血球貪食像を伴う不明熱で発症した皮膚筋炎
の一例.第52回日本アレルギー学会総会, 2002,11, 横浜. アレルギー, 51(9･10), 1006, 2002,10.
0231130
安冨素子, 小俣合歓子, 大嶋勇成, 眞弓光文：MCP-1/CCL2のIL-12産生能に対する影響. 第32回日本免疫学会総
会学術集会, 2002,12, 東京. 日本免疫学会総会学術集会記録, 32, 62, 2002.
0231131
竹内元浩, ＊金鎮卿, ＊横田義史：Id2欠損マウスにおけるCD8陽性T細胞の減少について. 第25回分子生物学会
年会, 2002,12, 横浜.
0231132
＊金鎮卿, ＊中村ハルミ, 竹内元浩, ＊横田義史：Id2欠損マウスにおける腸管上皮細胞間および粘膜固有層リ
ンパ球の障害 . 第25回分子生物学会年会, 2002,12, 横浜.
 



３．地域レベル
　　①特別講演
0231133
眞弓光文：アレルギーと上手につきあうために. （特）公害健康被害補償予防協会「喘息予防等に関する講演
会」特別講演, 2002,1, 玉野.
0231134
眞弓光文：乳児喘息発症と細胞性免疫について. 第12回湯田上カンファレンス喘息アレルギー研究会特別講演 ,
2002,2, 田上.
0231135
眞弓光文：食物アレルギーとアレルギーマーチ . 第2回阪神喘息セミナー特別講演, 2002,2, 神戸.
0231136
眞弓光文：小児アレルギー疾患の特徴. （財）日本アレルギー協会アレルギー研修会特別講演 , 2002,3, 神戸.
0231137
眞弓光文：座長. 第5回北陸喘息研究会特別講演,2002,3,金沢.
0231138
眞弓光文：小児気管支喘息治療－ガイドラインの見直しを含めて－ . 第219回日本小児科学会東海地方会特別
講演, 2002,5, 名古屋.
0231139
眞弓光文：座長. 第48回中部日本糸球体腎炎談話会特別講演, 2002,10, 名古屋.
0231140
平岡政弘：逆流性腎症. 第48回中部日本糸球体腎炎談話会特別講演, 2002,10, 名古屋.
0231141
眞弓光文：座長. 第2回ロイコトリエンフォーラム －喘息治療への新しいアプローチ－ 特別講演｢小児気管支
喘息のオーダーメイド診療とポストゲノム｣ , 2002,10, 金沢.
 
　　②シンポジウム
0231142
畑郁江：小児糖尿病の治療. 第18回中部地区E.B.M.糖尿病セミナーシンポジウム　糖尿病治療の進歩, 2002,10,
福井.
 
　　③一般講演
0231143
鈴木孝二, 畑郁江, 平岡政弘, 平野聡子, 中井昭夫, ＊重松陽介, 眞弓光文：生体肝移植より長期経過後に糖尿病
を発症した1例. タクロリムス投与との関連について . 第16回北陸小児内分泌研究会, 2002,2, 富山.
0231144
平野聡子, 畑郁江, 中井昭夫, ＊重松陽介：MRIにて両側基底核病変を呈し食事療法の強化で改善し得たプロピ
オン酸血症の1例. 第41回日本小児神経学会北陸地方会,2002,2,金沢.
0231145
早川和代, 畑郁江, 古畑律代, 平野聡子, 中井昭夫, 塚原宏一, 谷澤昭彦, 平岡政弘, 眞弓光文, ＊重松陽介, ＊谷内
真由美, ＊伊川廣道：異なった経過を示した新生児期発症持続性高インスリン血性低血糖症の３例. 第274回日
本小児科学会北陸地方会, 2002,3, 金沢. 日児誌. 106(6), 833, 2002,6.
0231146
古畑律代, 中井昭夫, 塚原宏一, 谷澤昭彦, 眞弓光文, ＊石森佳幸, ＊河村泰孝, ＊東方美保, ＊松本和男：脳MRI
にて脳梁膨大部に可逆性病変が認められたロタウイルス腸炎の1例.第275回日本小児科学会北陸地方会, 2002,6,
福井.
0231147
鈴木孝二, 椎間優子, 早川和代, 西田公一, 大嶋勇成, 谷澤昭彦, 眞弓光文：HHV６感染を契機に膠原病を発症し
た一乳児例. 第38回中部日本小児科学会, 2002,8, 津.
0231148



轟夕起子, 鈴木孝二, 古畑律代, 畑郁江, 塚原宏一, 平岡政弘, 眞弓光文：学校検尿で膿尿を契機に発見され低身
長と腎機能障害を呈した後部尿道弁の一例. 第10回中部日本小児腎臓病研究会, 2002,9, 名古屋.
0231149
古畑律代, 鈴木孝二, 早川和代, 塚原宏一, 谷澤昭彦, 眞弓光文：当院における超早産児例の検討. 第16回北陸未
熟児・新生児研究会, 2002,10, 石川.
0231150
古畑律代, 塚原宏一, 山田直江, 早川和代, 鈴木孝二, 佐藤周子, 谷澤昭彦, 平岡政弘, 眞弓光文：骨減少性病変の
発症に母体への硫酸マグネシウム投与の関連が考えられた超低出生体重児の 1例. 第276回日本小児科学会北陸
地方会, 2002,12, 富山.
 
４．県内レベル
　　①特別講演
0231151
眞弓光文：小児アレルギー疾患の病態と治療. 第18回三重県アレルギー研究会特別講演, 2002,2, 津.
0231152
眞弓光文：座長. 第7回福井アレルギー疾患研究会特別講演, 2002,2, 福井.
0231153
眞弓光文：座長. 第2回福井県予防接種研究会特別講演, 2002,2, 福井.
0231154
平岡政弘：腎尿路疾患の超音波検査. 倉敷学術講演会特別講演, 2002,5, 倉敷.
0231155
眞弓光文：座長. 第4回福井膠原病研究会特別講演「ベーチェット病の病態と臨床像」, 2002,6, 福井.
0231156
眞弓光文：座長. 第2回子どもの成長を考える講演会 特別講演｢保育･教育の場での成長障害の見方｣, 2002,7, 福
井.
0231157
眞弓光文：子どものアレルギーについて . 福井県平成14年度健康増進指導事業研修会特別講演, 2002,9, 武生.
0231158
眞弓光文：小児気管支喘息の病態と治療. 第3回長野県小児喘息フォーラム特別講演, 2002,9, 松本.
0231159
眞弓光文：小児気管支喘息の病態と治療 －ガイドラインの見直しを含めて－ . 日本医師会生涯教育講座小児
喘息フォーラム特別講演, 2002,9, 旭川.
0231160
眞弓光文：小児気管支喘息治療・管理ガイドライン 長期管理. 喘息フォーラム2002特別講演, 2002,10, 東京.
0231161
眞弓光文：小児気管支喘息の病態と治療. 第14回北野病院小児科学術講演会特別講演, 2002,10, 大阪.
0231162
眞弓光文：気管支喘息の病態と治療. 第107回奥越学術講演会特別講演, 2002,10, 勝山.
0231163
眞弓光文：小児気管支喘息の病態と治療. 第3回山口県小児喘息フォーラム特別講演, 2002,10, 小郡.
0231164
眞弓光文：小児気管支喘息の長期管理. 小児軽症喘息座談会特別講演, 2002,10, 福井.
0231165
眞弓光文：座長 . 第3回福井県予防接種研究会特別講演「インフルエンザワクチンとインフルエンザ対
策」,2002,10,福井.
0231166
平岡政弘：小児の腎尿路疾患の診断と治療. 宮城腎疾患研究会, 2002,10, 仙台.
0231167
眞弓光文：座長. 造血器腫瘍学術講演会特別講演, 2002,11, 福井.
0231168



眞弓光文：座長. 福井県小児科医会例会特別講演, 2002,12, 福井.
 
　　②一般講演
0231169
＊佐々木綾子, ＊田邊美智子, ＊重松陽介, 畑郁江：遺伝性疾患患児を持つ母親の次子妊娠に対する意思決定と
育児負担の検討 . 第26回福井県小児保健協会学術集会 , 2001,3. 福井 . 福井県小児保健協会会報第5号 . 49-
54.2001,6.
0231170
大嶋勇成：アトピー性疾患発症の危険因子と予防的治療の問題点. 福井県小児科医会総会講演, 2002,3, 福井.
0231171
小淵信子, 塚原宏一, ＊川満徹, 大嶋勇成, 平岡政弘, 眞弓光文, ＊石森佳幸, ＊河村泰孝：拡散強調画像にて明瞭
な病変を認めたSalmonella enteritidis脳症の1例. 第13回福井MR研究会, 2002,3, 福井.
0231172
鈴木孝二, 大嶋勇成, 西田公一, 椎間優子, 早川和代, 谷澤昭彦, 眞弓光文：HHV６感染を契機に膠原病を発症し
た１乳児例. 第4回福井膠原病研究会, 2002,6, 福井.
0231173
早川和代：治療中に再発したclear cell sarcoma of the kidneyの１例：サルベージ治療としての超大量化学療法と
自家造血幹細胞移植. 第18回福井移植と大量化学療法研究会, 2002,6, 福井.
0231174
早川和代, 畑郁江, 鈴木孝二, 椎間優子, 小倉一将, 谷澤昭彦, 眞弓光文：同種骨髄移植後の生着不全に同一ドナ
ーから末梢血幹細胞移植を行った若年性骨髄単球性白血病（JMML）の男児例. 第13回福井造血幹細胞移植研
究会, 2002,9, 福井.
0231175
鈴木孝二：非血縁臍帯血移植を予定しているAML男児例.  第19回移植と大量化学療法研究会, 2002,11, 福井.
 
５．その他の研究会又は集会
　　一般講演
0231176
眞弓光文：子どものアレルギー病を考える . 福井医科大学市民公開講座, 2002,9, 福井.
 

その他の社会活動
学会, セミナー, 研究会等の主催状況

区　　分 主催回数
学　　　会 １回
研　究　会 ８回

 
各種審議会, 委員会等への参加状況

委員会等の名称 役　職　名
日本学術振興会科学研究費委員会 専門委員
厚生労働科学研究 評価委員
財団法人日本アレルギー協会 理事
財団法人母子保健衛生研究会 顧問
日本小児アレルギー学会 理事
日本小児科学会 代議員
日本感染症学会 評議員
日本アレルギー学会 評議員
日本小児呼吸器疾患学会 運営委員
福井県心身障害児就学指導委員会 福井県心身障害児就学

指導委員
福井県健康づくり推進協議会 母子保健部会委員
福井県福井東養護学校 学校医



(財)骨髄移植推進財団 調整医師
 
学術雑誌等の編集委員としての活動状況

学術雑誌等の名称 委員の名称
日本小児アレルギー学会雑誌 編集委員長
日本小児感染症学会雑誌 編集委員
日本小児科学会 編集委員
日本アレルギー学会 編集委員

 
 
一般市民, 医療関係者への啓蒙活動状況

区　分 概　　要 主催者の
組織形態

実施
回数

派遣
人数

公 開 講
座

知識の地域住
民への啓発

福井医科大
学市民公開
講座

１回 １人

公 開 講
座

知識の地域住
民への啓発

福井県こど
もの健康週
間実行委員
会

１回 20人

講演会 医療関係者へ
の啓蒙

財団法人 ,
企業等

11回 11人

区　分 概　　要 主催者の
組織形態

実施
回数

派遣
人数

研 究 会
等

医療関係者へ
の啓蒙

各種研究会
組織

８回 ８人

研 究 会
等

保健医療福祉
（教育）従事
者の資質向上

福井県小児
保健協会

２回 16人

そ の 他
（ｱﾚﾙｷﾞｰ
電 話 相
談）

知識の地域住
民への啓発

日本アレル
ギー協会福
井県支部

１回 ３人

その他の特記事項
〔学会賞等〕

学会賞等の名称 受賞者名 受賞年月日
平成13年度小児医学川野賞 平岡　政弘 2002年3月9日
第７回Novo Nordisk Growth 賞 畑　郁江 2002年6月1日

 
〔科研費・研究助成金等〕

所管名 研究種目又は
研究事業名 研究課題名 研究代表者名 総　額 研究期間

文部科学省 基 盤 研 究 （ B ）
（2）

レドックス制御が急性肺障害におよぼす
治療的効果

眞弓　光文 15,100千円 H14～15年度

文部科学省 特定領域研究(1) 内分泌撹乱物質がヘルパーT細胞の分化に
及ぼす影響

大嶋　勇成 2,200千円 H14年度

文部科学省 基盤研究（C） 腎不全に対してレドックス制御がもたら
す治療的効果

塚原　宏一 1,300千円 H13～14年度

公害健康被
害補償予防
協会

委託業務研究 乳幼児・小児の気管支ぜん息の保健指導
に関する研究 (森川昭廣班)

大嶋　勇成
(分担)

1,000千円 H14年度

公害健康被
害補償予防
協会

委託業務研究 小児気管支ぜん息の発症・変動因子に関
する研究

眞弓　光文 15,000千円 H14年度

厚生労働省 感覚器障害及び免
疫アレルギー等研

アトピー性皮膚炎の病因・病態の解明及
び新治療法の開発に関する研究(西岡清班)

眞弓　光文
(分担)

5,000千円 H14年度



究事業
厚生労働省 感覚器障害及び免

疫アレルギー等研
究事業

食物アレルギーの実態及び誘発物質の解
明に関する研究 (海老沢元宏班)

眞弓　光文
(分担)

2,000千円 H14年度

 


